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［方法］9月 16日から 12月 19日まで，各対象メ
スにつき基本的に 2日に 1回，糞を採集した． Fujita et 
al. (2001) の方法に従い，糞中ホルモンの抽出と E1C お


















3亜種， スマトラ島(3地域)に生息する Hylobates agilis 
agilis, カリマンタン島に生息する H. agilis albibarbis，マ










































































（オス 3，メス 1）について，1日当たり正味約 45分，
計約 15日間の歩行訓練を行った．訓練には固形飼料お
よび生餌を用いた．その結果，2頭については訓練が進
むにつれてトレッドミルに対する抵抗が弱まり，トレッ
ドミル上で歩行を生成しうる兆しが見られた．今後も訓
練を継続し，試行錯誤的にではあるが訓練方法を改善す
ることを通して，将来的にトレッドミル上の歩行運動を
3次元的に分析することが可能となると思われる． 
 
33 霊長類における遺伝子の新生や退化に関する研究 
楠田潤（医薬基盤研究所） 
対応者：平井啓久 
ケモカインは急速に進化しているサイトカイン遺
伝子ファミリーで，ヒトでは遺伝子数が 46個であるの
に対し，マウスでは 38個と少ない．我々は以前にカニ
クイサルやアカゲサルにはケモカイン CXCL1に高い相
同性を示す CXCL1Lが存在することを見いだした．さ
らにゲノム構造を比較することにより，ヒトでは
CXCL1が重複し，一方のコピーの CXCL1Lは偽遺伝子
化しているが，アカゲサルでは偽遺伝子化せずに存在し
ていることを明らかにした 1)． 
そこで両遺伝子の霊長類での進化を探るために，さ
らにゴリラ及びオランウータン，テナガザルの遺伝子を
単離・解析することにした．その結果，ゴリラやオラン
ウータンでも CXCL1Lは偽遺伝子であったが，オラン
ウータン CXCL1Lはヒトとは異なる機構で不活化され，
